
　関数 

１

　  ①
 　　②  　　  ②　比例定数

解説

  ①
 　　　　　② 

２

　  ①
 　　②　　  ①

 　　②

解説

  ①
 に、を代入　 

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　よって、 

　②  にを代入　 
  

  ①
 に、を代入　 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　よって、 

　②  にを代入　  

３

　  



 　　

          

 






































　　　　



 　

          

  



 




 




 






　　　 

解説

  



 にを代入　




 

  





　



 にを代入　




 

  









　



 にを代入　　




  






　



 にを代入　　




  










　



 にを代入　




 

  





　



 にを代入　　




  






　



 にを代入　　




  










　



 にを代入　　




  






  



 は、  、  、  、  、  を通る放物線

　



 は、  、  、  、  、  を通る放物線

４

　  ②、④、⑤　　  ⑥　　  ①と④、③と⑤

解説

  なもの

  の絶対値が最も大きいもの

  の絶対値が等しく、符号が逆なもの

５

　  



　　  

解説

  
 のグラフは点  を通るので、  に、を代入

　 

　

　




    より、



 が  を通るので、




 に、を代入

　



 

  





　関数  の値の変化

１

　  のとき、のとき、のとき















最大値

最小値

　　　  最小値、最大値　　  

解説

  
 にをそれぞれ代入

　 
  

　  

　  

  の変域　 最小値  最大値

２

　  　　  　　  

解説

  
 にを代入　のとき　  

　　　　　　　　　　　　　のとき　  

　変化の割合＝
 

 






  
 にを代入　のとき　 

  

　　　　　　　　　　　　　　　のとき　 
  

　変化の割合
 

  






  
 にを代入　のとき　 

  

　　　　　　　　　　　　　　のとき　　  

　変化の割合
 

  






　  変化の割合＝  

　　　  変化の割合＝    

　　　  変化の割合＝    

３

　  　　  

解説

    　　　　　　　　のとき　  

　　　　　　　　　　　　　のとき　  

　　　　　　　　　　　　　
 

 


　　　　　　　　　　　　　　　　　　





　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

      　　　　　　のとき　　　 

　　   　　　　　　　　のとき　 
  

　　　　　　　　　　　
 

     

  


　　　　　　　　　　　　　 
     

　　　　　　　　　　　　　 
     

　　　　　　　　　　　　　　　　    

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

個別指導塾てらこや　てらtube　中３数学　Ⅳ２次関数　解答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※無断転載を禁じる
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　放物線と直線

１

　  、 

解説

交点の座標連立方程式（代入法）で解く


  …①

  …②

②に①を代入　  

　　　　　　　  

　　　　　　    

　　　　　　　　　　　

のとき　　  

のとき　 
  

よって、  、 

２

　 

解説

点  は、放物線  と直線上の点なので、それぞれに、

を代入

 
  　　　　　

　　　　　　　　





　　　　　　　　





 　　　　　　　

点は、放物線



 と直線のの交点なので、




 




 

 

    

　　　　　

点の座標がなので、点の座標は

よって、点の座標は　

したがって、点 

３

　

解説

点、は放物線  上の点なので、  にを代入

のとき　 
  

のとき　　  

よって、  、 

直線は、点  、  を通るので、直線をとして、それぞれ代入


  ①

  ②

②ｰ①　



  

  

 

　　　　　

を①に代入　

　　　　　　　　

よって、直線は

　放物線と図形の面積

１

　

解説

点、は放物線  と直線との交点なので

 

 

    

　　　　　

よって図より、点の座標は、点の座標は



　　　










　　　

　　　







 



Ａ

Ｂ



 

　

直線と軸との交点をとする。

と、との面積が等しく

なるような点、を軸上にとる。

それぞれを底辺と考えると、高さが同じであれば

面積が等しくなる。

点、の座標は、放物線  と直線との

交点なので　  

　　  

　    

　　　　　　

よって、点の座標は、点の座標は

したがって、点  、点  となる。



　　　＝

　　　



  

　　　





　　　

２

　








解説

の中点をとすると、 
 



 


 

求める直線をとする。

は点  、  を通るので、


  …①

  …②

②ｰ①　



  

  

 

　　　　　








を②に代入　






　　　　　　　　　




　　　　　　　　　　
 



　　　　　　　　　　




よって、








３

　    　　   

解説

  底辺をとすると、のときとなる。

　直線は、原点を通り、直線と平行な直線なので、

　点は放物線  と直線との交点なので、

　  

　  

　  

　　　　

　は原点なので、

　

よって、点 

  底辺をとすると、のときとなる。

　点は直線の切片なので、直線の式がわかればよい。

　直線をとする。

　直線の傾きは直線と同じである。

　直線の傾きは





　直線は、傾きで、点  を通る直線なので、

　  

　

　よって、直線は

　したがって、点 
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　関数のグラフと図形

１

　 
 　　  　　  

解説

  点、の座標はなので、点の座標　 

　　　　　　　　　　　　　点の座標　 

　＝（点の座標）（点の座標）

　　   

　　 

    より　  

　　　　　







  

Ｐ  

Ｑ  







 



　より　

  四角形が正方形になるためには、と

　なればよい。

　  より  、

　  

　  

　  

　　　　

　より　

２

　    　　  　　  

解説

  点は点を軸方向に、軸方向に移動させた点

　    　　　　　

　点は点を軸方向に、軸方向に移動させた点

　　　   

  平行四辺形の面積を等分する直線は、対角線の交点を通る。

　つまり、対角線の中点を通る。

　の中点をとすると、 
 



 


 

　求める直線をとすると、は、点  と点  を通るので、

　
  …①

 …②

　②を①②代入　

　　　　　　　

　よって、

  平行四辺形の対角線は面積を２等分する。

　点と点を結び、対角線をつくり、直線の切片をとする。

　直線は点  と点  を通るので、

　
  …①

  …②

　①②　



  

  

 

　　　　　　　

　を②に代入　

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　よって、点 

　＝

　　　　










　　　　

　　　　

　＝

　　　　　













　　Ｂ

 

Ａ 

Ｃ

　

 

　

 



　　　　　

　と、との面積が

　　　等しくなるような点、を軸上にとる。

　　　それぞれを底辺と考えると、高さが同じで

　　　あれば面積が等しくなる。

　　　つまり、点と点、点と点の座標は

　　　等しくなるので、点  、点 

　　　＝

　　　　　　＝

　　　　　　＝

　　　　　　＝





　　　　　　





　　　　　　

　　　＝

　　　　　　　＝





     





















　関数  の利用

１

　  
 　　　　　　　　　　　　　　　　  、

解説

  





　　





　　 

　点が辺上にあるのは、～秒のとき

　のとき　  

　のとき　  

　のとき　  

　のとき　  

  





　　





　　

　点が辺ＤＣ上にあるのは、～秒のとき

　つまり、の変域は

２

　  



 、　　  秒後

解説

  





　　





　点Ａから点Ｂまでは、点Ｐは毎秒で動くので、点Ｑが点Ａから点Ｂまで動く

　には秒かかる。

　よって、の変域は

    より、



 、これにを代入

　





　  

　

　より　

　よって、秒後

３

　  　　  いえる　　  

解説

  グラフより、

  の値を決めると、それに対応しての値もただつ決まるので、はの関数であるとい

　える

  ○：＜、＞　●：、

　グラフより、
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